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調査結果報告書
在住者の属性、在住理由および定住意向に関する分析
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調査対象：宮崎市の在住者
（18歳〜39歳を中⼼とした若年層）

対象期間：在住２年以上
（令和6年5⽉以前からの在住者）

実施期間：令和7年10⽉1⽇〜10⽉31⽇

調査⽅法：郵便配布・WEB回答⽅式
（QRコード誘導）

※転⼊者、転出者、在住者の３区分で実施した調査のうち、本報告書は「在住者」の結果をまとめたもの

4,883⼈
配布数（対象者全数）

1,415⼈
有効回答数

回答率
29.0%

調査概要 在住



18-24歳, 
25.2%

25-29歳, 
20.4%30-34歳, 

21.0%

35-40歳, 
32.5%

その他, 
0.9%
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神奈川県⼤分県

宮崎県
⿅児島県

福岡県

宮崎市

1.宮崎県
2.⿅児島県

3.福岡県
4.熊本県
5.⼤分県

6.神奈川県
熊本県

82.8%

年齢構成

転⼊⽉

1年未満 1年以上 3年以上 5年以上 10年以上
3年未満 5年未満 10年未満

63.7%

宮崎県出⾝者が8割以上と圧倒的多数を占めており、地元志向の強さと定着率の⾼さが明確に表れている。

回答者属性①：基本属性

3.0%

2.6%

1.4%

0.9%

0.8%

出⾝地 年齢構成

在住期間

在住

1.7% 11.3% 9.0% 14.3%

性別

男性
37.4%

⼥性
62.0%

その他
0.6%

※回答時点



親と同居する世帯が最多であり、次に
⼦育て世帯が多く、地縁や家族のつな
がりが定住の基盤となっている。

正社員が過半数を占める⼀⽅、アル
バイトやパートの割合も2割、多様な
働き⽅で⽣活が成り⽴っている。

実施率は約4%と極めて低く、在住
者の働き⽅の⼤部分は職場への出勤
を前提としていることがわかる。

回答者属性②：基本属性

世帯構成 就労状況 リモートワーク実施率

正社員
54.1%アルバイト・パート

19.4%

⾃営業
4.5%

働いていない
9.8%

学⽣
12.2%

本⼈と親

35.3%

夫婦と⼦ども
30.5%

その他
5.9%

ひとり暮らし
19.7%

夫婦のみ
8.6%

世帯構成 就労状況 リモートワーク実施率リモートワーク実施率

リモートワーク
3.7%

リモートワークではない
96.3%

在住



賃貸が約4割で最多だが、持ち家や実家暮らしも合わ
せて約6割に達し、住居の安定化が進んでいる。

居住形態

回答者属性③：基本属性

賃貸

39.7%
実家

26.4%

持ち家
31.0%

社宅
2.0%

その他
0.8%

在住

宮崎市の情報源

1.知⼈・友⼈
2.報道メディア

3.⾏政
4.市⺠

5.⺠間企業
6.ない

7.⽀援団体・NPO
8.その他

47.1%

40.4%

39.0%

29.0%

16.6%

13.9%

※複数選択可

0.9%

0.7%

知⼈・友⼈からの⼝コミが最多であり、市⺠間のリアル
なネットワークが重要な情報源として機能している。
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12.医療・福祉
13.物価の安さ
14.⼦育て環境
15.学校教育

16.芸術・⽂化
17.福利厚⽣

18.学校以外の学び
19.買物・娯楽
20.雇⽤機会

21.起業・働き⽅
22.給与⽔準

とても満⾜ 満⾜ 普通 不満 とても不満

0 20 40 60 80 100

1.⾷べ物
2.⾃然環境

3.温暖な気候
4.⼈の温かさ

5.空港アクセス
6.公園・緑地

7.家族との時間
8.運転のしやすさ
9.地域の安全性

10.趣味を楽しむ環境
11.交通の利便性

とても満⾜ 満⾜ 普通 不満 とても不満

宮崎市の満⾜度・不満度

情報収集源と役⽴ち度宮崎市の満⾜度

在住

83.0% 1.0%

71.0% 3.1%

54.2% 10.2%

52.4% 4.9%

48.1% 12.7%

47.3% 10.2%

46.5% 10.0%

44.3% 12.7%

38.0% 12.3%

32.0% 32.8%

40.8% 9.7%

30.1% 13.9%

27.0% 21.6%

22.8% 16.4%

17.1% 15.3%

16.8% 25.1%

15.4% 29.3%

15.0% 29.8%

14.5% 49.4%

11.8% 25.3%

6.9% 31.8%

6.1% 64.0%

⾷や⾃然への満⾜度が極めて⾼い⼀⽅、給与⽔準や起業・働き⽅など労働環境に対する強い不満に加え、買
物や娯楽に対する不満も⾼いことが顕著である。



***

満⾜度・定住意向・他者への推奨意向

世帯構成

はい
36.3%どちらともいえない

20.1%

いいえ
2.8%

ややいいえ
7.7%

宮崎市に住み続けたいか

ややはい
33.1%

住む 

7割

在住

宮崎市を友⼈などに勧めるか

⾮常に
5.7%

どちらともいえない
51.0%

全く
3.9%

いいえ
8.8%

はい
30.6%

勧める
4割弱

約7割が今後も住み続けたいと回答しており、⽇常
⽣活や環境に対する総合的な居住満⾜度は⾼い⽔
準にある。

推奨意向は4割弱に留まり「どちらともいえない」
が半数を占め、積極的な推奨には慎重な姿勢が⾒
られる。
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住み続けたい・住み続けたくない理由 在住

就労状況 リモートワーク実施率住み続けたい理由 リモートワーク実施率

48.0%

25.3%

23.2%

22.0%

21.6%

19.2%

※複数選択可

14.6%

11.7%

就労状況住み続けたくない理由

1.仕事・収⼊
2.買物・娯楽

3.交通の利便性
4.災害リスク

5.教育
6.住まい
7.⼦育て

8.医療・福祉

74.5%

69.8%

63.1%

34.2%

24.2%

23.5%

※複数選択可

18.8%

17.4%

1.特になし
2.住まい

3.買物・娯楽
4.⼦育て

5.地域とのつながり
6.仕事・収⼊

7.交通の利便性
8.医療・福祉

「特になし」が約半数と突出している。
（特別な理由がなくても⾃然体で暮らし続けられ
る居⼼地の良さがある。）

仕事や収⼊への不満が7割超と最⼤要因であり、娯
楽や交通⾯など都市機能の不⾜も強く意識されて
いる。


